




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































いうことになりました（「審議のまとめ」平成 19 年 11
月 7 日にはそのことが明記されています）。
　そして，平成 20 年 8 月に，文科省は「子どもの
徳育に関する懇談会」を立ち上げました。その委員
に選ばれました。道徳の教科化について議論される
はずだったのですが，平成 21 年の 9 月に鳩山由紀
夫内閣に代わることから，十分に審議されないまま，
急ぎ報告がまとめられました（「子どもの徳育の充実




　そして再び，平成 24 年 12 月に第 2 次安倍晋三内
閣が発足し，内閣直属の教育に関する私的諮問機関
として，平成 25 年 1 月に「教育再生実行会議」を












































































































































担当することになりました。23 年 10 月から 28 年 3
月までが『道徳性形成・徳育論』（放送大学教育振興


































































































26 年 3 月 24 日にお亡くなりになりました。
　また，滋賀大学の恩師であった村田昇先生が，私
が武庫川女子大学へ赴任する 3 日前の平成 29 年 3
月 28 日に亡くなられました。実は，その 2 日前に，
異動のご報告もかねて，お見舞いに病院にお伺いし
ました。かなり衰弱されていたのですが，しっかり
と私を見ながら「ありがとう，がんばるように」と
おっしゃっているのが，はっきりと確認できました。
　私の中での歴史の動きを感じます。現在，博士課
程後期に，5 名の方が私の講座に来てくださってい
ます。教育研究所も，新たな体制で発展しようとし
ています。武庫川女子大学は，全国一の規模を誇る
女子大学です。
　人生これからです。新しい大学で，さらに自分の
使命を自覚し，精一杯がんばりたいという思いを強
くしている次第です。
9　若干のまとめ
　以上，職業人（研究者）としての自己形成史（自
己価値意識形成史）を見てきました。極めて個人的
なことですが，ここから，職業的自己形成に関して
いくつかの視点を見出すことができます。
　第一は，幼少期に形成される性格です。「「自己の
形成史」ノート（1）」で述べたことですが，自分の
性格の基本は，乳幼児期に形成されます。後は，そ
の基本的性格を幹にして，様々な性格の枝葉を伸ば
していきながら，木全体を大きく育てていくことだ
と思います。したがって，将来の生き方の根幹は，
その基本的性格とかかわらせて考えられるのではな
いかということです。
　私の場合は，何とかおとなしい性格を改善したい
という意識が常にありました。そして，いろんなこ
とをしてきたつもりですが，今振り返ってみますと，
結局は，おとなしい生き方から逃れられなかったよ
うに思います。よく言えば，そのことが自分自身の
独自性を創ってきたのではないかとも思います。自
分を変えようとするチャレンジ精神と，自分の中に
あるおとなしい性格とが葛藤するのですが，そのこ
とによって，独自の考え方や生き方ができるように
なったのかもしれません。
　第二は，目標をもつことの大切さです。
　夢と言ってもいいです。一般的に，目標には，二
つの種類があります。遠き目標と近き目標です。永
遠の目標と現実的目標と言ってもいいです。この二
つを常にもっていることが大切だということです。
　幼児期の場合でも目標をもつことはできます。私
の場合ですと，金太郎さんのようになることでした。
それは，「気は優しくて力持ち」という，いつまで
ももち続けられるいわば永遠の課題でした。そして，
現実には，人に親切にする，困っている人がいたら
助けるといった具体的な目標へとつながっていきま
した。
　そのような永遠の目標と現実的目標とを，自然と
意識できるような生き方が大切だと改めて感じます。
それは，道徳教育の基本だといえます。道徳的価値
の追究は，永遠の課題です。そのための具体的課題
を，現実の生活の中で見出していく。そして，それ
を試行錯誤しながら追い求めていく。それは，自己
を見つめることでもあります。その訓練をするのが，
学校における道徳教育なのです。
　そのことを常に意識することによって，自然と自
分の生き方を見出し，職業選択ができるようになる
のではないでしょうか。
　自分の体験を振り返ってみても，最初から研究者
を目指したわけではありません。いろんなことが重
なって，結局研究者の道に進むことになったのです
が，そこには，「気は優しくて力持ち」という生き
方を，この状況の中でどう具体化できるか，を自分
の性格や特徴と合わせて考える中で，決められてい
ったように思います。現実の問題に対応するのは，
だれもが体験することです。それをどのように生か
すかは，遠き目標をもっているかどうかで，左右さ
れると思います。
　第三は，人との出会いです。
　自分を広げていくのは，人との出会いです。先ほ
ど基本的性格に枝葉をつけていくといいましたが，
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そのためには，様々な人々との出会いが不可欠です。
だれであっても自分にないものをもっておられ，自
分を大きくする枝葉に影響を与えていけるのですが，
自分を根底から考え直させるような人との出会いが
必要です。そのことによって，幹と同じくらいの大
きな枝を創っていくことができます。
　私の場合は，まさにそれでした。今まで出会った
ことのないようなタイプの人々に，節目節目で出会
いました。そして大きな影響を受けました。自分の
幹以上の枝を，創っていただきました。いろんなタ
イプ（特に自分とは違うタイプ）の人々と出会うこと，
そして，その分野の第一線で活躍されている第一人
者に出会うことが大切だと，つくづく感じます。
　第四は，活動する場の確保です。
　いろんな人との出会いも，場が影響します。自分
の殻に閉じこもっていては，こじんまりした生き方
になってしまいます。場所を変えることによって，
様々な人々と出会うことができます。場の移動もい
ろんなことが影響しますが，できるだけ多様にする
方が，人と出会う機会も増え，様々な体験をするこ
とができます。そのことが，自分を高めたり，多様
な行動（仕事をする上での多様な取組等）を引き出し
たりしてくれます。
　私の場合も，生活する場を変えたことが，結果的
にいろんな人々との出会いを生み，自分の生き方が
広げられていったように思います。当然，場の移動
は，何らかの要因があるわけで，その場を生かすこ
とが，自分のキャリアを深めていくことにもなりま
す。まさに私がそうでした。
　第五は，偶然性を必然性にすることです。
　人との出会いや場の変化などは，偶然性が影響し
ます。しかし，その偶然性は，よく考えると，いろ
んなことがつながって起きています。そのつながり
を，自分なりに意味づけていくと，必然性になって
いきます。この転換が大切だと思います。
　生きている以上は，常にいろんなことがあり，い
ろんなことに直面します。それは，自分を高めるチ
ャンスです。でも，それをチャンスにできるかどう
かは，偶然性を必然性に捉え直せるかどうかだと思
います。それは，自分自身の生き方に積極的にかか
わってきますし，キャリアアップにも大いにかかわ
ってきます。
　第六は，受動性と積極性を大切にすることです。
　自分の人生を切り拓くには，積極性が必要です。
キャリアアップしていくためにも，積極性は必要で
す。しかし，積極性が，自己主張を強く出し過ぎる
と，周りから批判されたり浮いたりします。がんば
っていることが評価されなくなり，逆にマイナスに
なることもあります。
　私たちが生活する場は，共に生きる場です。他の
人の意見を受け入れたり，その場をあるがままに受
け入れたりすることも大切です。自分を成長させる
には，積極性（主体性）が必要です。しかし，いろ
んな人々から，あるいは様々な環境から学ぶために
は，受動性が必要です。それをどのように考え具体
化するか。
　日本の伝統的な考え方に，自
じ
然
ねん
思想があります。
「自」という漢字を，「おのずから」と捉える場合と，
「おのずと」と捉える場合があります。ここには，
積極性（主体性）と受動性の二つが混ざり合ってい
ます。自然と一体となって生きるとか，自然な生き
方を大切にするといったことは，積極性（主体性）
と受動性の統合を言っていると捉えることもできま
す。西田哲学で言えば「主客合一」です。
　結局は，私の人生は，一生を通しての自己価値形
成史であり，道徳教育をし続けることだと言えます。
一生の宝となる（一生輝ける生き方の指針となる）も
のをはぐくむ道徳教育を，学校教育でしっかり行っ
てほしいと，心から願います。
 （おしたに　よしお　　生活機構研究科人間教育学専攻）
